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　２０２６年６月２７日（土）東京都歯科技工士会館において
第１４回社員総会開催された。

開会宣言　石川功和会長　
　定款１７条第１項及び第１８条第１項、第２項による総社
員の議決権を有する社員の出席者１７名、議決権行使書０
名、合計17名となり議決権を有する総社員19名の過半数
を満たしており、社員総会議事規定第８条第１項により

第１4回社員総会が成立したことが会長から発せられた。
　会長一任により、議長に北歯科技工士会池田強代議
員、副議長に渋谷歯科技工士会谷本慎一代議員を指名。
全会一致をもって承認され任命した。

※�総会議事内容・役員については理事会確認承認のうえ
東京都歯科技工士会ホームページ、広報『Den-tec 東
京秋号１１月』に掲載いたします。

本日は、第１４回東京都歯科技工士会社員総会にご出席
いただき、誠にありがとうございます。こうして社員総
会を開催できますことを心より感謝申し上げます。ま
た、日頃より本会の活動にご理解とご協力をいただいて
おります会員の皆様ならびに関係各位に、厚く御礼申し
上げます。

歯科技工を取り巻く環境は、デジタル技術の進展や物
価・人件費の上昇、さらには歯科技工士不足など、大き
な変化の中にあります。そのような状況において、本会
では時代の変化に対応した講習会の開催や情報発信な
ど、会員の皆様に役立つ事業を進めるとともに、歯科技
工士が安心して活躍できる環境づくりに取り組んでまい
りました。
こうした中、このたび歯科技工所ベースアップ支援料
が新設されるなど、歯科技工士に対する支援体制が少し
ずつ整備されてきたことは、大変ありがたく、心強いこ
とと受け止めています。もちろん、制度だけで業界の課
題がすべて解決するわけではありませんが、歯科技工士
の仕事の重要性に社会の理解が広がりつつあることは、

明るい兆しであると感じていま
す。
一方で、私たちは厳しい現状を
訴えるだけではなく、歯科技工士
という仕事の魅力ややりがいを積
極的に発信していくことも大切で
す。歯科技工士は、患者さんの口
腔機能の回復を支え、食べる喜び
や笑顔を取り戻す一翼を担う医療
技術専門職です。私たちの仕事の先には、患者さん一人
ひとりの豊かな生活があります。その価値や誇りを社会
に伝え、若い世代に「歯科技工士になりたい」と思って
いただける環境をつくっていくことが、これからの私た
ちの大きな使命であると考えています。
本日の総会が、東京都歯科技工士会のさらなる発展に
つながる有意義な場となることを願うとともに、皆様の
忌憚のないご意見を賜りますようお願い申し上げます。
結びに、会員の皆様のますますのご健勝とご活躍を祈
念申し上げ、開会のご挨拶とさせていただきます。本日
はどうぞよろしくお願いいたします。

石川会長

議長狩野専務理事

会長挨拶

第14回　社員総会報告
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事業概要
　東京都民の保健衛生向上と公共福祉に貢献することを
目標に掲げ、営利団体では提供が困難な歯科技工技術レ
ベルの維持・向上を目的とした生涯研修事業を行うと共
に、最新技術や新素材の紹介、復職支援、学生等支援に
関する講習会事業を行います。

１ ．全都講習会、基本・応用講習会、卒後実習講習会
（歯科技工士生涯研修事業）
　①　全都講習会　　　　　　　１催事（１日）
　②　基本講習会　　　　　　　２催事（１日）
　③　応用講習会　　　　　　　４催事（１日）
　④　卒後実習講習会　　　　　３催事（２日）
２．最新歯科技工技術講習会　　３催事（１日）
３．復職支援講習会　　　　　　２催事（１日）
４．学生等支援講習会　　　　　３催事（１日）

開催日程
全都講習会（１催事）

基本講習会（２催事）

◆基本講習会Ⅰ【日技基本研修課程５単位】
【担当：本部　グループワークを伴う研修】
開 催 日：７月２６日（日）1３：00～
　会　　場：東京都歯科技工士会　研修室
テ ー マ： 災害時の歯科口腔保健とは？アセスメント

を記載してみて、考えよう！
　講　　師：中久木康一 先生（歯科医師）
　演習補助：武田　宇央 先生（歯科医師）
　　　　　　吉田　武史 先生（歯科医師）
　　　　　　北條　宏樹 先生（歯科医師）

◆基本講習会Ⅱ
【担当：北部ブロック　ハイブリッドセミナー】
　開催日：８月２３日（日）1３：00～
　会　場：東京都歯科技工士会　研修室
　テーマ： 装着体験から義歯を語る～義歯は口の中でど

のように機能しているか
　講　師：村岡秀明先生（歯科医師）

応用講習会（４催事）

◆応用講習会Ⅰ
【担当：北部ブロック　ハイブリッドセミナー】
　開催日：９月1３日（日）1３：00～
　会　場：東京都歯科技工士会　研修室
　テーマ：DIGITAL Shade taking
　　　　　－数値から見えるもの－
　講　師：横田真也 先生（歯科技工士）

◆応用講習会Ⅱ
【担当：本部　ハイブリッドセミナー】
　開催日：９月２7日（日）1３：00～
　会　場：東京都歯科技工士会　研修室
　テーマ：・ 平均値を活かした総義歯製作とゴシック

アーチトレーサーによる咬合の可視化（福
中）

　　　　　・ 誰もが安心してスポーツを続けるためのカ
スタムマウスガードの設計と未来への可能
性（中原）

　　　　　・ パーシャルデンチャー設計への歯科技工士
の介入（古賀）

　講　師：福中景一朗 先生（歯科技工士）
　　　　　中原　浩介 先生（歯科技工士）
　　　　　古賀　智也 先生（歯科技工士）

卒後実習講習会（３催事）

最新歯科技工技術講習会（３催事）

◆最新歯科技工技術講習会Ⅰ
【担当：本部　ハイブリッドセミナー】

復職支援講習会（２催事）

◆復職支援講習会Ⅰ【日技自由研修課程８単位】
【担当：本部　ハイブリッドセミナー】
　開催日：７月1２日（日）1３：00～
　会　場：東京都歯科技工士会　研修室
　テーマ：総合的な歯科治療における矯正治療の役割
　　　　　～技工分野からの関わり～
　講　師：田村和生 先生（歯科技工士）

学生等支援講習会（３催事）

◆学生等支援講習会Ⅰ
【担当：本部　ハンズオンセミナー】

修了
しました

修了
しました

東京都歯科技工士会ホームページから確認できます

2026年度 都技学術講習会　開催予定
２0２６年７月１日現在
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┃学生等支援講習会Ⅰ

ハンズオンセミナー
ほるほるカービング道場

－デジタル時代における形態理解の
深化と補綴精度向上を目指して－

【開催日時】２0２６年６月２1日（日）
　　　　　　開始10：00 → 終了1６：00

【講　　師】内山大夢 先生 
　　　　　　馬場大輔 先生　

【場　　所】東京都歯科技工士会館 研修室　

【参 加 者】会員0名、未入会５名、学生13名、
　　　　　　その他１名　合計19名

┃最新歯科技工技術講習会Ⅰ

ハイブリッドセミナー
ミリングマシーン・３Ｄプリンターを

活用したデンチャー製作の
デジタルワークフロー化

【開催日時】２0２６年５月２4日 (日)
　　　　　　開始1３：00 → 終了17：00

【講　　師】加藤　明 先生

【場　　所】東京都歯科技工士会館 研修室　

【参 加 者】会員35名、未入会技工士15名、学生７名、
　　　　　　その他32名　合計89名

東京歯技 Den-tec Tokyo (H55mm×W170mm)

加藤　明 先生

馬場大輔 先生内山大夢 先生

2026年度　都技学術講習会報告
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「令和８年度診療報酬改定講習会」開催報告
( 首都圏歯科技工士会連合会　開催主体 : 神奈川県歯科技工士会 )

日技生涯研修自由研修4単位
　　　　　日　時：2026年４月26日（日）14：30～16：30
　　　　　会　場：一般社団法人東京都歯科技工士会　
　　　　　　　　　zoomウェビナーを利用してのオンライン参加
　　　　　主  催：公益社団法人日本歯科技工士会
　　　　　講　師：大学泉介 先生（千葉県歯科技工士会専務理事）
　　　　　　　　　（日技「製作技工に要する費用」に関わる検討委員会委員）
　　　　　参加者：対面24名　Web465名

診療報酬改定講習会に参加して
� 足立歯科技工士会　木村功寿

今回、６月の診療報酬改訂に際して変更事項が多いと
の事と歯科技工所ベースアップ支援料の概要説明講習会
があると知り、会場公聴での講習会に参加することを決
めました。講師は、大学泉介委員と、大西尚之常務理事
の二人で、大変丁寧かつ理解しやすい講演でした。歯科
技工所ベースアップ支援料に関しては1セットして15
点、とても明確で解り易く理解でき、早速取引先の先生
に説明したら、とても解りやすいと話がスムーズに進
み、先生と意見交換ができ病院との連係に大変役立ちま
した。出来る事なら、講演の際のスライドの資料も手元
にあれば丁寧かつ的確に説明できたのではないかと思う
所もありました。また、保険点数の改訂につきまして
は、デジタル系の点数、やれる事が多くなったと思い知
らされました。数年前は、「そのうち CAD/CAM、３D
プリンターで日常製作する時代が、いずれ来るのではと
思っていましたが、インレー・クラウン等もパラジウム
等でのキャスト製作しない日も近いのではないか」と感
じました。
今回の歯科技工所ベースアップ支援料のような歯科技
工士にプラスになるような事業が多く引き出せるよう
に、技工士会の更なる努力や活動には期待します。

毎日を生きる水。
毎日が活きる水。

  株式会社日本トリム
　　　東京支社
     〒104-0032　 東京都中央区八丁堀 3-25-7
　　　　　　     Daiwa 八丁堀駅前ビル 4F
      TEL/��-����-����  FAX/��-����-����

担当 / 高野

大学泉介 先生

先生と首都圏歯科技工士会連合会
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令和８年度診療報酬改定 ＣＡＤ／ＣＡＭブリッジの保険導入
都技広報部

　令和８年６月より、令和８年度改定の施行と同時に適用される形で、CAD/CAMブリッジが保険導入されました。
保健適用の概要は以下の通りですが、２0２８年（令和10年）６月予定の次期診療報酬改定までの準用であり、次期改定に
おいて改めて技術評価されることになります。　算定に関する概要は以下の通りとなります。
〔準用技術点数〕
　CAD/CAMブリッジ　基本技術料3,000点　　材料料1,170点

〔使用材料名〕
　KZR-CAD　ファイバーブロック　シンボー＊YAMAKIN株式会社

〔算定要件〕
⑴ 　CAD/CAMブリッジ用材料との互換性が制限されない歯科用 CAD/CAM装置を用いて、作業模型で間接法によ
り製作された歯冠補綴物（CAD/CAMブリッジ）は、第二小臼歯または第一大臼歯の１歯中間欠損部に対するポン
ティックを含む、３歯ブリッジに該当する場合に、高強度硬質レジンブリッジの所定点数（基本技術料３,000点）を
準用して算定する。 

⑵ 　歯冠形成（１歯につき）は、「生活歯歯冠形成非金属冠」7９６点、または「失活歯歯冠形成非金属冠」６３６点に、「ブ
リッジ支台歯形成加算」２0点を加算した点数を算定する。
⑶ 　印象採得（１装置につき）を行った場合は、「支台歯とポンティックの数の合計が５歯以下の場合」２８２点を算定する。
⑷ 　咬合採得（１装置につき）を行った場合は、「支台歯とポンティックの数の合計が５歯以下の場合」7６点を算定する。
⑸ 　装着料として、１装置につき「支台歯とポンティックの数の合計が５歯以下の場合」1５0点に、「内面処理加算１」
110点および「装着材料料」17 or ３６点を算定する。
⑹ 　CAD/CAMブリッジにかかわる治療は、以下のいずれにも該当する歯科医療機関において実施すること。
　①　歯科補綴治療にかかわる専門の知識および３年以上の経験を有する歯科医師が１名以上配置されていること。
　②　保険医療機関内に歯科用CAD/CAM装置が設置されている場合は、歯科技工士を配置していること。
　③ 　保険医療機関内に歯科用 CAD/CAM装置が設置されていない場合は、当該装置を設置している歯科技工所との
連携が図られていること。

　日本歯科技工士会 公式 LINE アカウント
　＊令和８年度診療報酬改定の最新内容が確認できます
　最新のお知らせやイベント情報をお届けします
　研修・催事の案内もいち早くお届け

友だち追加
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（単位：円）

Ⅰ　一般正味財産増減の部
  １．経常増減の部
    (1) 経常収益
        受取会費 13,276,200 14,118,600 -842,400
          受取会費 13,276,200 14,118,600 -842,400
        事業収益 690,000 700,000 -10,000
          受取関係団体事務費 400,000 400,000 0
          受取地域技工士会事務費 290,000 300,000 -10,000
        受取補助金等 7,300,000 7,300,000 0
          受取都委託事業費 7,300,000 7,300,000 0
        受取負担金 0 360,000 -360,000
          受取催事負担金 0 360,000 -360,000
        雑収益 1,250,000 1,101,000 149,000
          受取利息 5,000 1,000 4,000
          その他雑収益 1,750,000 1,100,000 650,000
      経常収益計 22,516,200 23,579,600 2,223,400

    (2) 経常費用
        事業費 21,564,254 20,578,676 985,578
          旅費交通費 585,000 975,000 -390,000
          諸謝金 2,670,000 2,150,000 520,000
          消耗品費 115,000 130,000 -15,000
          交際費 0 20,000 -20,000
          印刷製本費 2,690,000 2,605,000 85,000
          教本教材費 510,000 235,000 275,000
          通信運搬費 1,150,000 860,000 290,000
          会議費 180,000 130,000 50,000
          支払助成金 570,000 610,000 -40,000
          賃借料 2,000,000 3,250,000 -1,250,000
          渉外費 0 10,000 -10,000
          情報収集費 0 10,000 -10,000
          慶弔見舞金 700,000 1,000,000 -300,000
          雑費 5,000 5,000 0
          役員報酬 3,132,000 3,132,000 0
          職員給料手当 1,658,002 2,494,786 -836,784
          社会保険料 257,126 279,188 -22,062
          労働保険料 37,087 62,403 -25,316
          通勤交通費 60,926 107,103 -46,177
          光熱水道費 100,585 111,912 -11,327
          修繕費 394,800 394,800 0
          租税公課 187,200 113,190 74,010
          減価償却費 1,723,478 1,845,224 -121,746
          退職給付費用 16,000 48,000 -32,000
        管理費 9,381,054 10,587,401 -1,206,347
          役員報酬 673,000 906,000 -233,000
          職員給料手当 2,386,857 3,952,513 -1,565,656
          社会保険料 216,303 449,745 -233,442
          労働保険料 55,624 41,003 14,621
          通勤交通費 143,276 147,158 -3,882
          光熱水道費 96,771 140,193 -43,422
          修繕費 394,800 394,800 0
          通信運搬費 2,654,409 1,992,317 662,092
          印刷製本費 52,971 27,050 25,921
          消耗品費 78,186 104,932 -26,746
　　　　　諸謝金 620,196 5,000 615,196
          図書関連費 44,100 84,372 -40,272
          渉外交通費 898 940 -42
          租税公課 208,161 153,442 54,719
          雑費 66,006 166,877 -100,871
          関連団体 111,100 118,450 -7,350
          会議費 177,480 257,945 -80,465
          委員交通費 5,000 20,000 -15,000
          減価償却費 1,371,916 1,552,664 -180,748
          退職給付費用 24,000 72,000 -48,000
      経常費用計 30,945,308 31,166,077 -220,769
        評価損益調整前経常増減額 -8,429,108 -7,586,477 -842,631
        評価損益等計 0 0 0
        当期経常増減額 -8,429,108 -7,586,477 -842,631

  ２．経常外増減の部
    (1) 経常外収益
      経常外収益計 0 0 0
    (2) 経常外費用
      経常外費用計 0 0 0
        当期経常外増減額 0 0 0
        当期一般正味財産増減額 -8,429,108 -7,586,477 -842,631
        法人税、住民税及び事業税 70,000 70,000 0
        一般正味財産増減額 -8,499,108 -7,656,477 -842,631
        一般正味財産期首残高 0 0 0
        一般正味財産期末残高 -8,499,108 -7,656,477 -842,631

Ⅱ　指定正味財産増減の部
          指定正味財産期首残高 0 0 0
          指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ　正味財産期末残高
        正味財産期末残高 -8,499,108 -7,656,477 -842,631

  一一般般社社団団法法人人　　東東京京都都歯歯科科技技工工士士会会

収収支支予予算算書書

2026 年 4 月 1 日 から 2027 年 3 月 31 日 まで

科　　　　　　　　 目 予   算   額 前年度予算額 増        減 備　考
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令和８年度「歯と口の健康週間」上野動物園行事
社会福祉担当理事　三輪典久

　去る６月７日日曜日、上野動物公園にて「かむことは
健康の源　いい歯いきいき　上野動物園行事」が開催さ
れ、本会からは役員６名、会員３名が参加いたしまし
た。
　本催事は、東京都歯科医師会、東京都歯科衛生士会、
および本会の三会合同で実施されており、今回で61回目
を迎える歴史あるイベントです。
　例年は技工物の展示やミニゲームによる景品の進呈を
行ってまいりましたが、今年は趣向を凝らし、「歯科技
工士体験！　ピタッと詰め物チャレンジ」と題した体験
会を企画いたしました。これは、１級窩洞形成を施した
エポキシ歯牙模型にレジンを充填・光重合させ、完成し
た模型をそのままプレゼントするという試みです。
　当日はあいにくの天候であったにもかかわらず、用意
していた100個の歯牙模型が開始から約２時間で配布終
了となるほどの大盛況となりました。
　初めての試みゆえ内容に不安な面もありましたが、
「歯牙模型の物珍しさ」「窩洞にレジンを詰める作業の
面白さ」「柔らかいレジンがわずか数秒の光照射で硬化
する驚き」など、参加者の皆様からは非常に新鮮でポジ
ティブな反応をいただくことができました。中には「来
年は別の部位にしてほしい」「色をつけたい」「自分で穴
をあけてみたい」といった次年度への期待の声も寄せら
れ、大きな手応えを感じる催事となりました。
　イベント終了後に開催された懇親会では、歯科医師会

や歯科衛生士会の皆様と親睦を深め、カジュアルな雑談
から今後の歯科医療に関する真摯な意見交換まで、大変
有意義な時間を過ごすことができました。
　役員就任後、初めて迎える大規模な催事ということも
あり、事前の打ち合わせなど不慣れな点も多々ありまし
たが、無事に大盛況のうちに終えることができ安堵して
おります。
　今後もこのような活動を通じ、歯科技工士の業務や技
工士会の活動を広く社会に認知させていきたいと考えて
おります。また、今回は新入会員の銀座歯科技工士会　
佐々木渉太氏、豊島区歯科技工士会　真中 乃氏の２名
にも参加していただきました。こうした機会を通じて会
の活動を身近に感じてもらい、その魅力を外部へ発信し
ていくことが、今後の会員増強にもつながるものと確信
しております。
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令和８年５月16日（土）19時より新宿歯科技工士会総
会が株式会社ケイテックスに於いて開かれました。
菊竹清玄会長より令和７年度の会計収支報告が行われ
ました。
他、歯科技工所ベースアップ支援料の活用による歯科
技工士の処遇改善や、また６月から保険収載される
CADブリッジの新たな算定点数、適応範囲などの細か
な確認がなされました。
総会後は出席者５人で歯科技工士会の懸案事項など含

めた話し合いを近くのお店に移して懇親会を兼ねて会食
をいたしました。

２0２６年６月２1日（日）、豊島区長崎の特別養護老人
ホーム『アトリエ村』で、豊島区歯科医師会の大多和歯
科医師担当のもと、義歯名入れ事業を実施しました。事

業開始後まもなく、自民党豊島区議会議員の有馬真穂先
生が視察に訪れ、２0年以上続く義歯名入れの実績につい
てご報告しました。先生からはこの事業に高い評価をい
ただき、今後の予算についても意見交換を行いました。
今回は３２名を対象に、５4床の義歯名入れを実施しまし
た。

豊島区議　有里真穂先生の視察

『アトリエ村』義歯名入れ事業

豊島区歯科技工士会　米澤修三

【ブロック情報】
＜中央ブロック＞

新宿歯科技工士会　総会開催報告
新宿歯科技工士会　星　茂幸
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１．開催概要　
日　　時：２0２６年２月２7日（金）1８時３５分～２0時２３分　
場　　所：一般社団法人東京都歯科技工士会　会館　
出席理事：石川功和（会長）
　　　　　宇山慶昌・小笠原　明（副会長）　
　　　　　狩野眞澄（専務理事）
　　　　　妹島利行・松尾博子・横内　正（常務理事）
　　　　　大倉雅夫・千䏮喜久雄・三輪典久（理事）
　　　　　（理事11名中10名出席）　
出席監事：小玉信彦、三國　努（監事２名中２名出席）　
欠席役員：西澤隆廣（副会長）　
議事録作成者：横内　正　
　以上により、本理事会は定款の定めに基づき適法に成
立した。　
　議長は開会を宣し、議事進行を狩野専務理事に委任し
て理事会を開催した。　
２．議事　
１）会長挨拶　
　　開会にあたり、会長より挨拶があった。　
２）採決事項　
①　他団体への会議室貸出承認及び貸出金額確認の件
（妹島常務）　
日本歯科技工学会関東支部より、２0２６年４月２５日
の会議室貸出許可申請があった旨、説明があった。
貸出金額は6,000円とすることが確認された。　
審議の結果、本件は全会一致をもって承認可決さ
れた。　

３）協議事項　
①　ラディックス株式会社による保守契約訪問説明会
の件（石川会長）　
ラディックス株式会社の担当者佐々木氏より、
ネットワーク構築更新に関する見積書について説明
があった。　
協議の結果、継続審議とし、改めて採否を決定す
ることとした。　
②　２0２５年度学校説明会担当者の件（狩野専務）　
担当者案について説明があり、協議の結果、これ
を了承した。　
③　都技創立70周年記念式典・新年祝賀会受賞祝賀会
会計報告の件（狩野専務）　
会計報告について説明があり、協議の結果、これ
を了承した。　
④　都技選出日技社員総会代議員の件（石川会長）　
日技代議員選挙立候補者報告書について説明があ
り、協議の結果、これを了承した。　
⑤　次年度事業計画及び予算計画の件（狩野専務）　
各部の事業計画案及び予算計画案について説明が
あり、協議の結果、これを了承した。　

３．報告事項　
（総務部）担当副会長 小笠原　
①　総務報告（横内常務）　
第10回理事会議事録について報告があった。　
（財務部）担当副会長 宇山　
①　財務報告（横内常務）　
２0２６年２月２６日現在の会費納入状況について報告
があった。　

　　内訳：１種1５２名、２種２２7名、３種５7名、総数4３６名

（組織部）担当副会長 西澤　
①　組織状況報告（千䏮理事）　
２0２６年１月１日から１月３1日までの会員数は合計
4３4名。
②　承認事項報告（千䏮理事）　
転入１名、退会２名。　

③　慶弔見舞報告（千䏮理事）　
２件。　

（学術部）担当副会長 小笠原　
①　都技学術講習会開催計画・講習会終了報告（妹島
常務）　

　　１月２4日・２５日「卒後実習講習会Ⅰ」　
　　２月１日「 日本臨床歯周病学会関東支部との共催セ

ミナー」　
　　２月７日・８日「卒後実習講習会Ⅱ」　
　　２月２２日「応用講習会Ⅳ」終了報告。　
　　３月８日「愛知県歯科技工士会との合同セミナー」　
　　３月14日・1５日「卒後実習講習会Ⅲ」　
　　３月２1日　 全都講習会２0２５（日本大学歯学部）開催

予定
　　との報告があった。　
②　第２回学術部会開催報告（妹島常務）　
前日開催された旨報告があり、詳細は次回理事会
にて報告予定。　

（社会福祉部）担当副会長 宇山　
①　社会福祉事業計画・終了報告（三輪理事）　
２月１日　豊島歯科技工士会義歯名入れ催事につ
いて終了報告があった。　

（品質管理部）担当副会長 宇山　
①　品質管理部報告（横内常務）　
２0２６年３月14日（土）1８時より、本会会館にて
「社会福祉部・品質管理部合同部会議」開催予定。

（経営部）担当副会長　西澤　
①　経営部報告（千䏮理事）　
特記事項なし。　

（広報部）担当副会長 西澤　
①　Den-tec Tokyo 報告（松尾常務）　
第５５0号（春号５月）の内容及び発送について報
告があった。　
②　２0２６年度賛助会員説明会（松尾常務）　
２0２６年３月６日（金）17時より、本会会館にて開
催予定。参加者名簿の報告があった。　

（日技、他団体関連）　
①　日技歯科技工士会・正会員のご案内（松尾常務）
資料提供があった。　

４．日程確認　
２0２６年２月から４月までの日程を確認した。（狩
野専務）　
・第1２回理事会　２0２６年３月２６日（木）1８時３0分よ
り（都技会館・対面開催）　
・２0２６年度第１回理事会　２0２６年４月２4日（金）1８
時３0分より（都技会館・対面開催）　

５．　監事所見　
監事より以下の所見が述べられた。　
・予算に応じた事業計画を検討すること。（小玉監事）
・学校訪問について、継続訪問して学校側の理解が
得られるよう努めること。（三國監事）

２０２5年度　第11回東京都歯科技工士会理事会議事録



（ 11 ）Den-tec Tokyo 2026 夏号 第551号令和８年８月

１．開催概要　
日　　時：２０２６年３月２６日（木）１８時３８分～１９時５０分　
場　　所：一般社団法人東京都歯科技工士会　会館　
出席理事：石川功和（会長）
　　　　　宇山慶昌・小笠原　明・西澤隆廣（副会長）
　　　　　狩野眞澄（専務理事）
　　　　　妹島利行・松尾博子・横内　正（常務理事）
　　　　　大倉雅夫・千䏮喜久雄・三輪典久（理事）　
　　　　　（理事１１名中１１名出席）　
出席監事：小玉信彦（監事２名中１名出席）　
欠席役員：三國　努（監事）　
議事録作成者：横内　正　
　以上により、本理事会は定款の定めに基づき適法に成
立した。　
　議長は開会を宣し、議事進行を狩野専務理事に委任し
て理事会を開催した。　
２．議事　
１）　会長挨拶　
　　開会にあたり、会長より挨拶がなされた。　
２）　採決事項　
①　愛知県歯科技工士会への EXOCAD PC ならびに
教育用ドングル借用依頼の件（妹島常務）　
愛知県歯科技工士会において、退職した元会員の
再就職支援を実施しており、身体障害により現役を
退いた元会員がデジタル歯科技工による復職を希望
している旨の説明がなされた。アナログ技工での復
帰が困難な状況にあるため、当会所有の EXOCAD
システムを借用し、デジタル技工の習得および復職
促進を図りたいことから、機器貸与の許可を求める
旨の説明がなされた。　
当会において機材の貸出は原則として団体を対象
としており、個人への貸出は行っていないこと、また
当会所有のドングルはエデュケーションモデルであ
り現在は販売されていないため、不具合や紛失が生
じた場合に代替が困難であること等が確認された。
審議の結果、本件は否決された。　

３）　協議事項　
①　【診療報酬改定】厚生労働省告示の発出等につい
て（狩野専務）　
日本歯科技工士会より、次期歯科診療報酬改定に
関する速報の通知があった。　
次期歯科診療報酬改定は本年６月１日に実施予定
であり、３月５日付で改定内容に関する厚生労働省
告示が発出された旨の説明がなされた。
併せて、厚生労働省ホームページおよび関係資料
について案内がなされ、内容の確認を行うこととし
た。　
・厚生労働省HP「令和８年度診療報酬改定について」
・診療報酬の算定方法の一部を改正する件（厚生労
働省告示第６９号）　
・【歯科技工関連抜粋】令和８年度歯科診療報酬改
定の概要（厚生労働省）　

②　次年度事業計画及び予算計画の件（狩野専務）　
各部の事業計画案及び予算計画案について説明が
なされ、協議の結果、これを了承した。　
③　２０２６年度事業計画（案）の【基本方針】について
の修正案の件（小笠原副会長）　
２０２６年度事業計画（案）の【基本方針】について
一部修正案の説明がなされた。　
本件の承認については次回理事会にて行うことと
した。　
④　上野動物園行事「歯と口の健康週間」の件（三輪
理事）　
本行事は２０２６年６月７日（日）１２時から１６時ま
で、上野動物園内にて開催予定である旨の説明がな
された。　
内容については、次回の歯科医師会との会議にて
協議のうえ決定することとされた。　

⑤　その他（石川会長）　
森山事務長の給与昇給の説明がなされ、協議の結
果、これを了承した。　

３．報告事項　
（総務部）担当副会長 小笠原　
①　総務報告（横内常務）　
第１１回理事会議事録について報告がなされた。　

（財務部）担当副会長 宇山　
①　財務報告（横内常務）　
２０２６年３月２４日現在の会費納入状況について報告
がなされた。　

　　内訳：１種１５２名、２種２２７名、３種５６名、総数４３５名
（組織部）担当副会長 西澤　
①　組織状況報告（千䏮理事）　
２０２６年２月１日から２月２８日までの会員数は合計

４３３名である旨の報告がなされた。　
②　承認事項報告（千䏮理事）　
入会１名、退会２名の報告がなされた。　

③　慶弔見舞報告（千䏮理事）　
３件の報告がなされた。　

（学術部）担当副会長 小笠原　
①　都技学術講習会開催計画・講習会終了報告（妹島
常務）　
講習会について報告がなされた。　

②　２０２５年度第２回学術部会開催報告（妹島常務）　
２０２６年２月２６日（木）１９時から２０時３０分までオン
ラインにて開催された旨の報告がなされた。　
③　２０２５年度第３回学術部会開催案内（妹島常務）　
２０２６年３月２７日（金）１９時から２０時３０分までオン
ラインにて開催予定である旨の報告がなされた。　

（社会福祉部）担当副会長 宇山　
①　社会福祉事業計画・終了報告（三輪理事）　
２０２５年度社会福祉事業の終了報告がなされた。　

②　社会福祉部報告（三輪理事）　
２０２６年３月１４日（土）１８時より本会会館にて「社
会福祉部・品質管理部合同部会議」が開催された旨
の報告がなされ、詳細は次回理事会にて報告予定と
された。　

（品質管理部）担当副会長 宇山　
①　品質管理部報告（横内常務）　
２０２６年３月１４日（土）１８時より本会会館にて「社
会福祉部・品質管理部合同部会議」が開催された旨
の報告がなされ、詳細は次回理事会にて報告予定と
された。　

（経営部）担当副会長 西澤　
①　経営部報告（千䏮理事）　
２０２５年度第１２回理事会議事録　
特記事項なし。　

（広報部）担当副会長 西澤　
①　Den-tec Tokyo 報告（松尾常務）　
第５５０号（春号５月）の内容および発送について
報告がなされた。
②　２０２６年度賛助会員説明会（松尾常務）　
２０２６年３月６日（金）１７時より本会会館にて開催
され、参加者および内容について報告がなされた。　

（日技、他団体関連）　
特記事項なし。　

４．日程確認　
２０２６年３月から５月までの日程について確認がな
された。（狩野専務）　
・２０２６年度第１回理事会　２０２６年４月２４日（金）１８
時３０分～（本会会館・対面開催）　

・第２回理事会　　　　　　
２０２６年５月２９日（金）１８時３０分～（本会会館・対

面開催）　
５．監事所見

監事より以下の所見が述べられた。　
・特になし。（小玉監事）

２０２5年度　第12回東京都歯科技工士会理事会議事録
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１．開催概要　
日　　時：２０２６年４月２４日（金）１８時３２分～１９時２２分　
場　　所：オンライン会議　
出席理事：石川功和（会長）　
　　　　　宇山慶昌・小笠原　明・西澤隆廣（副会長）
　　　　　狩野眞澄（専務理事）　
　　　　　妹島利行・松尾博子・横内　正（常務理事）
　　　　　大倉雅夫・千䏮喜久雄・三輪典久（理事）　
　　　　　（理事１１名中１１名出席）　
出席監事：小玉信彦・三國　努（監事２名中２名出席）　
議事録作成者：横内　正　
　以上により、本理事会は定款の定めに基づき適法に成
立した。　
　議長は開会を宣し、議事進行を狩野専務理事に委任し
て理事会を開催した。　
２．議事　
１）会長挨拶　
　　開会にあたり、会長より挨拶がなされた。　
２）採決事項　
　　案件なし。　
３）協議事項　
①　２０２６年度事業計画の件（狩野専務）　
事業計画案の未提出事業部について提出を促し、
次回の理事会にて承認を得ると説明がなされ、協議
の結果、これを了承した。　
②　「歯と口の衛生週間」上野動物園事業会議の件
（三輪理事）　
２０２６年４月２７日（日）１８時３０分より開催される東
京都歯科医師会主催「歯と口の衛生週間」上野動物
園事業会議について、本会より２名派遣の要請が
あった旨の説明がなされた。　
協議の結果、三輪理事及び石川会長を派遣するこ
とを了承した。　
③　社会福祉事業助成運用基準の件（狩野専務）　
２０２６年度社会福祉事業助成運用基準について、⑵
社会福祉事業に係る消耗品費助成（上限３０,０００　
円、領収書添付要）に関し、次のとおり追記する旨
の説明がなされた。　
・義歯名入れ消耗品、宅配料、送料又は運搬費に限
り助成対象とする。　　
・配布物、景品、レンタル料その他購入品費用は、
⑴催事助成金（１催事５０,０００円以内）に含むもの
とする。　　
協議の結果、これを了承した。　

④　東京都医療機関等における賃上げ・物価上昇に対
する支援事業実施要綱の件（石川会長）　
東京都より、医療機関等従事者の処遇改善支援及
び物価上昇対策支援に関する通知があった旨の説明
がなされた。　
対象となり得る会員へ周知することについて協議
し、これを了承した。　
⑤　前東京都歯科医師会会長井上惠司氏の受章を祝う
会の件（狩野専務）　
２０２６年度第１回理事会議事録　
井上惠司先生の旭日小綬章受章を祝う会につい
て、次のとおり案内があった。　
日時　令和８年５月２４日（日）　午後１時　
会場　ホテルメトロポリタンエドモント　
石川会長が出席する旨の説明がなされ、これを了
承した。　

３．報告事項　
（総務部）担当副会長 小笠原　
①　総務報告（横内常務）　

第１２回理事会議事録について報告がなされた。　
（財務部）担当副会長 宇山　
①　財務報告（横内常務）　
２０２６年４月２０日現在の会費納入状況について報告
がなされた。　

　　内訳：�１種１５１名、２種２２６名、３種５６名、合計４３３名
（組織部）担当副会長 西澤　
①　組織状況報告（千䏮理事）　
２０２６年３月１日から３月３１日までの会員数は４２２
名である旨の報告がなされた。　
②　承認事項報告（千䏮理事）　
退会者１１名の報告がなされた。　

③　慶弔見舞報告（千䏮理事）　
該当なし。　　

（学術部）担当副会長 小笠原　
①　都技学術講習会開催計画報告（妹島常務）　
②　２０２５年度第３回学術部会開催報告（妹島常務）　
２０２６年３月２７日（金）１９時よりオンライン開催さ
れた旨、報告がなされた。　

（社会福祉部）担当副会長 宇山　
①　社会福祉事業計画・終了報告（三輪理事）　
２０２５年度社会福祉事業終了について報告がなされた。

②　「歯と口の衛生週間」上野動物園事業会議経過報
告（三輪理事）　
２０２６年４月９日（木）１７時３０分より東京都歯科医
師会館にて事業会議が開催された。　
検討していた「手型づくり」は実施困難となり、
代案として「窩洞形成された歯の模型へレジン充填
体験」が採用された旨、報告がなされた。　
③　社会福祉部報告（三輪理事）　
２０２６年３月１４日（土）１８時より本会会館にて社会
福祉部・品質管理部合同部会議が開催された旨、報
告がなされた。　

（品質管理部）担当副会長 宇山　
①　品質管理部報告（横内常務）　
２０２６年３月１４日（土）１８時より本会会館にて社会
福祉部・品質管理部合同部会議が開催された旨、報
告がなされた。　

（経営部）担当副会長 西澤　
①　経営部報告（千䏮理事）　
特記事項なし。　

（広報部）担当副会長　西澤　
①　Den-tec Tokyo 報告（松尾常務）　
第５５０号（春号５月）の内容および発送について
報告がなされた。　

（日技、他団体関連）　
①　令和８年度診療報酬改定講習会の件（石川会長）
令和８年６月１日実施の診療報酬改定において、
「歯科技工所ベースアップ支援料」が新設された。　
本件を含む改定内容について、日本歯科技工士会
主催によるハイブリッド形式講習会が全国９か所で
開催される旨、報告がなされた。　

４．日程確認　
２０２６年４月から６月までの日程について確認がな
された。　
・第２回理事会　２０２６年５月２９日（金）１８時３０分～
（本会会館・対面開催）　

５．監事所見　
監事より以下の所見が述べられた。　
・監査日程のこと。（小玉監事）　
・学校訪問後の経過説明のこと。会員数減少をふま
えて役員で協議のこと。（三國監事）　

２０２6年度　第１回東京都歯科技工士会理事会議事録
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４月５日（日）に開幕戦が予定されてい
た２０２６年度の都技野球連盟リーグ戦は雨天
順延となり、５月１０日（日）にスライド開
催となりました。
５月とは思えない暑さの中で開幕した第
１試合は葛飾と、文京・大田からチーム名
変更となった銀座の１回戦。１回表に葛飾
が１点を先制するもその裏に銀座が２点を
入れてすぐさま逆転。その後も３、４、５
回にじわじわと引き離し５－１で銀座が快勝。リーグ戦
５連覇の勢いは今年の開幕戦でも垣間見えました。
第２試合との合間に開幕式が行われ太田野球連盟理事
長、石川都技会長から複数の事情によりリーグ戦の続行
は今年度を含め２年と改めて説明されました。
石川会長の始球式後に行われた第２試合は北と江東の
１回戦。こちらも初回に北が１点を先制すると江東が２
回裏に２点を奪い逆転。しかしここから両チーム３回に
打ち合い５－５の同点。４回表に北は４点を取り突き放
すと５回にも６点を加え１５－５と大差で初白星としまし
た。
６月４日（日）に行われた第２戦。第１試合は北と銀
座の白星スタート同士の対戦。互いに初回３点を奪い合
う展開から銀座が２回裏に１点を奪うも３回表から北が
毎回得点をして銀座を引き離し１４－６と開幕戦と同じく
２桁得点で大勝。連勝で首位となりました。
続く２回戦はここで初白星のほしい葛飾と江東の１回
戦。１回表に葛飾が１点を先取と４試合連続で１回表に
得点が続きました。しかしまたもやその裏に江東が反撃
して５得点。４回表に葛飾が１点返すもその裏に江東が
２得点して引き離す展開かと思われましたが、５回表に
葛飾が６点を奪い逆転。続く６回表にも８得点のビック
イニングを作り１６－９と引き離して勝利しました。
前日から雨模様で開催が危ぶまれた第３戦は予定通り
７月５日（日）に行われました。
第１試合はここまで２連勝で単独首位の北と１勝１敗
で追う葛飾の１回戦。北が１回裏に２点を先制すると２

回表に葛飾が１点返します。しかしその裏に北は３点追
加して引き離しに掛かりますが３回表に葛飾も３点追加
して食い下がります。５－３で迎えた４回表に葛飾が２
点を入れて逆転するとそのまま北の反撃を食い止め葛飾
が６－５で勝利。北に今季初黒星を付けると共に同率首
位としました。
続く第２試合は同じく１勝１敗で北を追っている銀座
と今季まだ白星に恵まれていない江東の１回戦。１回表
に銀座が２点を先制するとその裏江東も１点。３回に銀
座が１点追加すると４回表にも４点を加えて引き離しま
すが、その裏江東も４点を返します。銀座は５回に更に
２点を追加するとその裏の失点を１に抑え９－６と逃げ
切り２勝目を挙げました。
ここまで終了して北が２連勝から１敗したため北、葛
飾、銀座が２勝１敗で並ぶ展開となりました。

今後のスケジュールは以下のようになります。
９月６日（日）８：００〜１２：００　
北 vs 江東　　　葛飾 vs 銀座
１０月４日（日）８：００〜１２：００　
葛飾 vs 江東　　北 vs 銀座　
１０月２５日（日）８：００〜１２：００　
銀座 vs 江東　　葛飾 vs 北

予備日
１１月１６日（日）８：００〜１２：００
１２月６日（日）８：００〜１２：００

2026年度（令和８年度）順位表� 2026年７月５日現在

北 銀座 葛　飾 江　東 勝　敗

１ 北 ○ ● ○ ２勝１敗

１ 銀座 ● ○ ○ ２勝１敗

１ 葛　飾 ○ ● ○ ２勝１敗

４ 江　東 ● ● ● ３敗

都技野球連盟　活動報告

2026年度 リーグ戦　開幕！

東京都歯科技工士会野球連盟 広報　原　晃
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日本大学歯学部附属歯科技工専門学校同窓会「桜技
会」は、５月２４日（日）に定例総会ならびに特別講演会
を開催しました。
特別講演会では、東京科学大学口腔医療工学分野教
授、全国歯科技工士教育協議会会長の池田正臣先生を講
師にお迎えし、「今後の歯科技工士の業務」をテーマに
ご講演いただきました。
講演では、少子高齢化や歯科技工士不足を背景とした
歯科技工を取り巻く現状と課題、CAD/CAMや三次元
プリンタなどのデジタル技術の進展、歯科技工士連携加
算の新設など制度改正による業務の変化について解説さ
れました。また、患者と直接関わる機会の増加に伴い、
接遇や感染対策を含めた卒前・卒後教育の重要性、さら
には５０年後、１００年後を見据えた歯科技工士像につい
て、教育・研究の視点から示唆に富むお話をいただきま
した。

当日は多くの同窓生や関係者が参加し、歯科技工の未
来について理解を深める有意義な講演会となりました。
桜技会では、今後も同窓生相互の交流を深めるととも
に、学術・教育活動を通じて歯科技工界の発展に寄与す
る取り組みを継続してまいります。

首都圏歯科技工士会連合会主催

第24回歯型彫刻コンテスト
「ほるほる」会場変更のお知らせ

　第24回歯形彫刻コンテスト「ほるほる」の開催

会場が、当初ご案内しておりました鶴見大学記

念館から、鶴見大学会館へ変更となりました。

　参加を予定されている皆様におかれましては、

お間違えのないようご来場くださいますようお

願いいたします。

� 応募締め切り：2026年８月30日（日）

桜技会　妹島利行

日本大学歯学部附属歯科技工専門学校同窓会　桜技会
定例総会・特別講演会を開催
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都技のうごき都技のうごき

５月
　24日（日）　最新の歯科技工技術に関する講習会Ⅰ　
　２９日（金）　第２回理事会

６月
　７日（日）　 「歯と口の健康週間」上野動物園行事

21日（日）　学生等支援講習会Ⅰ
　27日（土）　第３回理事会
　　　　　　第14回社員総会

７月
　12日（日）　復職支援講習会Ⅰ
　24日（金）　第４回理事会

26日（日）　基本講習会Ⅰ

■会費のご案内
○毎月の会費は①日技会費　②都技会費　③地域技工士
会費　④引落手数料を合計したものになります。
○自営者、勤務者、終身会員（70歳上／在籍２５年）によ
り会費が異なります。ホームページの入会のご案内、
会費案内を参照の上、ご確認下さい。
○地域技工士会はお住まい・ご勤務地に関わらず、自由
にご指定いただけます。
※活動内容も地域により違いがあります。詳しい内容は
ホームページの「地域技工士会活動情報」をご覧いた
だくか、「お問い合わせ」にてご確認下さい。

⑴　死亡及び高度障害状態のときは、見舞金10万円。
⑵　配偶者及び会員の親、同居の子の死亡のときは、香
料１万５千円。

⑶　全治1５日以上の病気又は傷害のときは、見舞金１万
円。ただし、年１回とする。

⑷　出産のときに祝金１万円。
⑸　自宅又は歯科技工室が半焼以上のときは見舞金１万円。
　　一部焼失のときは見舞金５千円。
⑹　災害により自宅又は歯科技工室が全壊又は全焼した
ときは見舞金１万円。

　　半壊又は半焼のときは見舞金５千円。ただし、地震
のときを除く。

⑺　その他必要と認められるときは、理事会の決議を経
て審査できる。

第１回会費が入金された月日より給付権利が発生する
ものとする。慶弔見舞金の請求は、事項の発生から３0日
以内に、本会指定の請求申請書に診断書又は証明書（コ
ピーでも可）を添付して請求する。（ＦＡＸは不可）た
だし、事情によっては理事会の決議を経て、それ以後も
受理するが、１年以後は時効とする。

都技慶弔見舞（制度）

会費入金のお願い

　引落日は以下の通りですので、口座残金のご確認をお願い
します。

会費の引落日は毎月1８日です。
※引落日が土曜は翌々日、日祭日の場合は翌日が引落日にな
ります。
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NASANBUYAN　ALDARMUN（千代田）
日本大学歯学部附属歯科技工専門学校　令和８年３月卒

平林　　研（豊島）
　愛世会 ･ 愛歯技工専門学校　平成10年３月卒

新 入 会 員 紹 介新 入 会 員 紹 介

都技会館 夏休みのお知らせ

令和８年８月10日（月）～令和８年８月14日（金）

ご不便をおかけして申し訳ありませんが、
どうぞよろしくお願い致します。

令和８年８月15日（土）からは通常通りとなります。




